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第２回 高２トップレベル記述模試（２００７年１０月２８日）英語 答案例 
 
 
※自由作文と英文和訳・内容説明で，満点を与えた答案の例です。すべてが模範的解答になるわけ

ではありませんが，どの程度まで書ければ満点をもらえるかの参考にしてください。 
※一部の答案例には，実際の答案をもとに，単純な誤字の修正など編集を加えてあります。 
 
 
第３問－Ｂ（３点×２） 
 

Hi, Joan.  How are you? I’m back in Japan now with wonderful memories of my stay in 
Chicago.  Please say thank you again to your family. I really enjoyed spending time with you 
all.  By the way, you remember you made me delicious cookies for my birthday, don’t you?  
I’m supposed to go to a friend’s party next week, and I want to bring something like those!  
Will you please (     1     )?  I’m sure my friends will love them. Write me soon. 

＊＊＊＊＊＊＊ 

Hi, Aki.  Thanks for your e-mail.  I really miss you, but I’m happy you enjoyed your stay 
with us.  I’m also glad you asked me about the cookies.  Actually, I made those cookies with 
the help of my aunt.  So (     2     ).  Would you mind waiting for a day or two?  I’ll write 
you again when she tells me.  Bye now. 
 

＜答案例－満点＞ 
(1) tell me how to make delicious cookies 
 tell me how to make them  
 tell me how to make those cookies 
  
(2) I’ll ask her how to make them 
 I have to ask my aunt about them 
 I’ll have to ask her for the instructions 
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第６問－問１（４点満点）   

＜答案例１－４点＞ 
学校はたいてい、子供達が自分自身や他人への責任を持つようになる、家庭の外での初めての場

所である。 

＜答案例２－４点＞ 
学校は普通、子供が家庭の外で自分や他人に対して責任を持つことを学ぶ最初の場所です。 

＜答案例３－４点＞ 
学校はたいてい、家族外で、子供たちが彼ら自身や他人に対して責任を負うことを学ぶ最初の場

所です。 
 
 

第６問－問２（４点満点）   

＜答案例１－４点＞ 
母親への、学校で子どもが何か悪いことをした、という連絡。 

＜答案例２－４点＞ 
子供が学校で何かよくないことをして親が呼び出されること。 

＜答案例３－４点＞ 
子どもが不正行為をした罰として親の力もかりて彼を処分すること。 
 
 

第６問－問３（４点満点）   

＜答案例１－４点＞ 
その作文の単位の剥奪と２週間の居残りという学校がウォレンに対してくだした罰。 

＜答案例２－４点＞ 
今回の課題の成績は「落第」で、２週間の居残りをするという盗作に対する罰。 

＜答案例３－４点＞ 
自分のしたことを全て認め、レポートは単位をもらえず、２週間居残りをすること。 
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第６問－問４（４点満点）   

＜答案例１－４点＞ 
母親に課題をやり直すよう言われ、ウォレンは反論したが、先生も母親の考えに賛成し、ウォレ

ンに勝ち目がなくなったこと。 

＜答案例２－４点＞ 
彼がもう一度自分の言葉でレポートを書くことを望む人のほうがそうでない人より多いという事

実。 

＜答案例３－４点＞ 
ウォレンの母親の言った、自力でその宿題をやるという提案がウォレンの先生にもみとめられて、

がくぜんとしたということ。 
 
 

第６問－問５（４点満点）   

＜答案例３－４点＞ 
ウォレンが自分の勉強に自信を持つことは、自己信頼の感覚を築きあげ、願わくば再び盗作をし

てしまう機会を減らすだろう。 

＜答案例１－４点＞ 
自分自身でした課題に自信を持つことで、彼は自分に自信を持つようになり、また願わくは、再

び盗用をする機会を彼が得ることも少なくなるだろう。 

＜答案例２－４点＞ 
彼自身の課題に自身を持てれば、自信がつき盗作をまたする機会が減ることが期待できるだろう。 
 


